
特定非営利活動法人福祉発信基地友の家 2021年10月1日～2022年9月30日

Ⅰ とものや部

1 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サービス

・友の家だよりの発行（月1回）

月1回発行。中小田井学区・枇杷島学区の回覧板や地域の掲示板に掲載。

・ブログ、ツイッター等を活用しての情報発信

【サービス提供時間】

・ 目標：月1,085時間　(前年合計 　12,925.8時間）

2 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく地域生活支援事業

【サービス提供時間】

・ 目標：月５０時間（前年　150.5時間）

事業内容

5.0

・職員のスキルやすぐに実践で生かせるよう、個々に合わせた外部研修への参加。

事
業
名

43.5

（時間）

従事者

2.5

・入浴 食事等の介護及び外出時における移動の介護等、地域で生活するのに必要な援助を提供する。

1,017.5 1,198.5

1月 2月

利用者の外出先等

1,199.5

支出額
ヘルパー　5名

総括

82,800          

利用契約を結んだ方　4名
円

実施場所

・新型コロナウイルスの感染対策として、支援前の検温・マスクの着用・手洗い・消毒の徹底をした。ま
た、任意でのワクチンの接種とPCR検査を行った。

・利用者の希望に添った支援が提供できるようにヘルパー派遣を行った。

5.0 2.5 0.0 2.5

受益対象者

2.5 5.0 2.5

11月 12月 1月 2月 3月 4月

移動支援
（サポートハウスとものや）

目的

・外出時における移動の介護等、必要な援助を提供する。

実施時期

合計

9月

69.0 51.5 55.5

1,143.0

事業内容

5月11月

5.0 6.0

・利用者の希望する時間帯や希望する内容に沿って、ヘルパー派遣を行う。

1,094.0

居宅

重訪

合計 1,080.0 1,264.0

60.5 56.5 62.5 65.5 736.0

12,954.01,208.5 1,254.5

合計3月

支出額
従事者 ヘルパー　18名

目的

事
業
名

居宅介護・重度訪問介護
(サポートハウスとものや）

実施時期 通年
収入額

実施場所 利用者宅等

受益対象者 利用契約を結んだ方　15名

56,834,994

36,515,915

円

円

1,032.5

通年
収入額

1,004.0 1,000.5 932.5

円

122,740       

・一人一人への利用者支援に対し、職員間で日常的な情報共有を図り、サービス提供責任者及びスタッフ
間で課題や改善について話し合い、対応している。

10月

5.0

5月 6月 7月 8月 9月

66.5

10月

54.5 69.5

1,049.0

58.5

12月

（時間）

13,690.01,064.5 1,057.0 987.0 1,118.5

・より多くの人に事業所を知ってもらえるよう、ブログやツイッター・友の家だよりを利用した。

・夜間帯を二人体制にすることで収益のアップにつながったが、必要な人材の確保には至らなかった。

974.0

4月 6月 7月 8月

1,144.0

1,209.5 1,277.5 1,306.0

66.0

1,028.0

・コロナ禍の状況の中で、個々のスキルに合わせた実践的な介護研修の機会が少なく参加が難しかった。
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医療従事者に対し本人の意思や希望を代わりに伝えたり、検査等の負担を軽減するための付き添いや

3 訪問介護事業

従事者

円
通年

・入院時における、利用者と病院スタッフ等との意思疎通を図るのに必要な援助を提供する。

受益対象者
円

ヘルパー　11名

支出額 0

ヘルパー　16名

総括

・利用者のほとんどが重度訪問介護での対象者となったため、対象者がほとんどいない。

事
業
名

医療従事者に対し本人の意思や希望、または介護方法を代わりに伝えた。

従事者

利用契約者の入院先

利用契約を結んだ方　0名

収入額 0

事
業
名

事業内容

訪問介護

実施時期

支出額

名古屋市重度障害者入院時
コミュニケーション支援

総括

・新型コロナウィルスの影響で外出ができなくなったことと、男性職員の減少で支援の回数が減ってし
まった。

・一人一人への利用者支援に対し、職員間で日常的な情報共有を図り、サービス提供責任者及びスタッフ
間で課題や改善について話し合い対応をしている。

実施時期

実施場所

実施場所

目的

・入院時コミュニケーション支援事業の認定者である利用者が入院した時にヘルパー派遣を行い、

・入院をして利用される方がいなかった。

今期は実施していない。
受益対象者

・名古屋市に利用対象の拡大や報酬の増額など改善を求めていく必要がある。

目的

・通院時における、利用者と病院スタッフ等との意思疎通を図るのに必要な援助を提供する。

事業内容

-                    円
従事者

・通院時コミュニケーション支援事業の認定者である利用者が通院した時にヘルパー派遣を行い、

医療従事者への助言を行った。

総括

・4月からの改正で重度訪問介護の中で支援を行うことができるようになったため、事務的にも煩雑な作業
が減った。

事
業
名

名古屋市障害者通院時
コミュニケーション支援

実施時期 通年
収入額 -                    円

実施場所 利用契約者の通院先

受益対象者 利用契約を結んだ方　3名
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4 福祉有償運送事業

【サービス提供回数】

5 福祉サービスリクエスト事業

目的

障害福祉サービスの利用ができないが支援を必要とする者に対して入浴、食事等の介護及び外出時に

・人材不足により登録者のうち公共交通機関がどうしても利用できない通院等の限られた支援となってい
る。

・緊急時対応のみの提供を行った。

・安全で快適な輸送を心がけ車両美化に力を入れた。

合計

14

10月

・公共交通機関の利用が難しい方に対し車両を利用した移送を行う。

事業内容

2月 3月

移送サービス運転者　4名

実施時期 通年
収入額

実施場所 利用者宅と目的地の間
44,550          

従事者

総括

おける移動の介護等、地域で生活するのに必要な援助を提供する。

2 1 1 3

・車両の設備点検を徹底し、さらに車両の美化に努めた。

実施場所 サポートハウスとものや事
業
名

2 0 0 0

・通常サービス　１時間￥2,000

・入院時サービス　１時間￥1,000

福祉サービスリクエスト事業

従事者

利用者からの希望に沿ってサービス提供を行う。

                    - 円
受益対象者

5月 6月 7月

81,362          

2

11月

収入額 -                    円

1

実施時期 通年

2

総括

福祉有償運送

0

円

円

事
業
名

事業内容

利用登録された方のうち依頼の
あった方　4名

受益対象者

・医療型入所施設の利用者が定期的に利用するようになったが、新型コロナウイルスの影響で今期も利用
はなく、再開の目途が立っていない。

12月 1月 4月

支出額

8月 9月

支出額

（回数）

・新型コロナウイルスの影響で一時期通院を見合わせていたが、徐々に利用をし始めている。
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Ⅱ ホーム部

1 福祉住宅サービス事業

Ⅲ ほしのみや部

1 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サービス

・

目的

・障がいを持つ入居者が社会の一員として地域でふつうの生活ができるよう、住居の提供を行う。
・管理委託契約により入居者の生活を行う。

事業内容

・快適な生活空間の確保と、円滑な生活支援を行った。

総括

・共有部分の環境整備計画をたてて快適な住環境を維持した。

・防災対策を９月・3月にチェックし、できる限りの安全確保を行った。

事
業
名

福祉住宅サービス事業

実施時期 通年
収入額 1,121,850    円

実施場所 地域ホーム

受益対象者 利用契約を結んだ方　4名
支出額 2,760,914    円

従事者 職員　6名

・入居者の代行として日常的に共有物品のチェックを行い、必要な物品の購入や入居者の要望に応えた食
材の購入を行った。

事
業
名

生活介護
（ほしのみや）

実施時期 通年
収入額 52,764,656 円

実施場所 ほしのみや

受益対象者 利用契約を結んだ方　19名
支出額 46,961,389 円

従事者 職員　15名

目的

入浴や排泄、食事等の介護や、創作活動、生産活動等の機会を提供し、障がいを持つ方が自立した日常生
活や社会生活を営むことができるよう、生活能力の向上のために必要な訓練等を行う。

事業内容

【サービス提供時間】月曜日～金曜日（及び事業所が別に定める土曜日）9:30～15:30

【サービス実施場所】ほしのみや　清須市阿原池之表４４番地

【サービス提供人数】

延べ　3100人（前期 2788人）

10月 11月 12月 1月 2月 3月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計

271 229 256 3,100

総括

・8月に1名契約終了。延べ利用日数は11％増。

251 257 260 258 234 270 262 281 271

・新型コロナウィルスの影響により、毎月のサービス提供人数に変動があった。

・感染防止対策として、取り組みや食事の際にソーシャルディスタンスを保ったり、こまめな消毒の徹底
を図ったりしている。高性能空気清浄機やサーキュレーターも取り入れて、密な状態を作らないように努
力している。県からの任意のPCR検査も定期的に行っていた。利用者、職員ともに新型コロナワクチンの
接種も進んでいる。7.8.9.月は口腔ケアもお休みにした。

・年末年始休業 12/３０～１/3  夏季休業　８/１３～８/15

・身体障害・知的障害・精神障害と様々な利用者が増え、取り組み内容の工夫、スペースの確保や生活の
場（グループホーム等）の課題が急務である

・生活支援員12名（常勤4名、非常勤８名）、非常勤看護師２名の体制で支援にあたった。
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2 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく地域生活支援事業

・

Ⅳ まちづくり

1 障害者・高齢者等を対象とした危機管理に関する講習会

2 福祉啓蒙事業

2）イエローレシートキャンペーン（2015年3月～2015年8月）イエローレシートキャンペーン

・

・

・

・ カタログ販売により、運営資金の調達を行った。

事
業
名

日中一時支援事業
（ほしのみや）

実施時期 通年
収入額 3,200            円

実施場所 ほしのみや

受益対象者 利用契約を結んだ方　1名
支出額 4,089            円

従事者 職員　1名

目的

障がいを持つ方に日中活動の場所を提供し、見守りや社会に適合するための日常的な訓練などの支援を行
う。

事業内容

【サービス提供時間】月曜日～金曜日（及び事業所が別に定める土曜日）15:30～18:00

【サービス実施場所】ほしのみや　清須市阿原池之表４４番地

【サービス提供人数】

延べ　1人（前期 26人）

１０月 １１月 １２月 １月 ２月  3月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計

1

総括

・生活介護との時間帯や人員配置の関係で、サービス提供時間は夕方のみ。

事
業
名

危機管理に関する講習会

実施時期

人材不足により、今期は実施していない。
実施場所

受益対象者

従事者

1

・定期的な利用はなく、一時的な対応という形を取っている。

還元額マックスバリュ名西店（2021年9月～2022年2月）￥7,700　ドライブレコーダー

還元額マックスバリュ名西店（2022年3月～2022年8月）￥5600　食器乾燥機

還元額MOZOワンダーシティ店（2021年４月～2022年2月）￥13300　除湿器

3）物資販売

事
業
名

福祉啓蒙事業

実施時期 通年
収入額 757,750       円

実施場所 福祉発信基地友の家等

受益対象者 地域住民等
支出額 705,070       円

従事者 職員・ボランティア等

夏季 5月下旬～7月下旬 300,000 348,510 55,550 116%

4）西区民まつり

新型コロナ感染防止のため中止。

期　間 売上目標 売上金額 利益 目標達成率

冬季 １０月上旬～１２月上旬 350,000 369,120 69,581 105%

目的

・地域の方や福祉に関心のない方にも、より身近に障がいを持つ方々の生活を知ってもらえるような活動を行
う。

事業内容

1）会報発行（1月、５月）

MOZOワンダーシティ店及びマックスバリュ名西店において、毎月11日に行われるキャンペーンに参加。
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総括

3 防災対策事業

・イエローレシートのMOZO店頭での呼びかけは新型コロナ感染防止のため店頭呼びかけは参加していない。

・物資販売は夏季は目標達成出来たが、冬季は達成できなかった。販売経路を広げることが出来ていない。

・今期は、新型コロナウィルス感染防止のために、予定していた活動が実施できないことが多かったが事業所内
でのイベントを工夫して行った。

事
業
名

防災対策事業

実施時期

人材不足により、今期は実施していない。
実施場所

受益対象者

従事者

・会報は、各事業所の情報や賛助会員からのメッセージを掲載して継続性を持てるようにした。

５）ほしのみやチャリティーバザー

新型コロナ感染防止のため中止。
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